



独創的な商品開発を担う研究者・技術者の研究 (DISCUSSION PAPER No.38)
 第２研究グループ 上席研究官 石井 正道
. トピックス
全米科学振興協会(AAAS)年次会合出席報告









































































































































2005 年 2 月 17 日 (木) 〜 21 日 (月) に米国ワシントンにて開催された全米科学振興協会 (American
Association for the Advancement of Science: AAAS) 年次会合に出席した。本会議は AAAS (トリプル・エー・エス













「International Perspectives on S&T Policy」という総合タイトルの下、下記の3件のセッションが企画され、当研究所
からも永野博所長、近藤正幸第２研究グループ客員総括主任研究官(横浜国立大学教授)、原山優子客員研究官
(東北大学教授)、奥和田久美上席研究官による発表が行われた。
○ 2 月 18 日 (金) 8:30 a.m.‐10:00 a.m.






最初に原山客員研究官が「Industry-University Linkage Serving Regional Development: Japanese Experiences」
との題目で産学官連携と地域イノベーションについて、政策の動向と今後の課題に関する発表を行った。また、Dr.
Tucker(全米行政学会、National Academy of Public Administration)により「Two Types of Research: An Analysis of
Industry Support for NSF's Engineering Research Centers」とのタイトルにて発表が行われ、NSFによる産学連携に
おける技術改良研究と基礎研究への助成についてシステムの紹介と討議があった。その後で、ディスカッサントとし
て斎藤総括上席研究官より、当所の「地域科学技術・イノベーション総合指標」を用いた分析に基づいた
「Quantitative and Qualitative Analysis on the Level of Regional S&T Activities toward Sustainable Innovation」の
発表があり、その後でまとめの討議が行われた。
○ 2 月 20 日 (日) 8:30 a.m.‐11:30 a.m.









Comprehensive Review of Japan's S&T Basic Plans」との題目で基本計
画レビュー調査の初年度の成果を中心に発表を行った。続いて、奥和田上席研究官による発表が「The
Evolutionary Foresight Process and Its Application to Agenda-Setting for S&T Policy」との題目にて行われ、従来
のデルファイ調査にさらに3つの調査を加えた新規な予測調査の手法を紹介した。
さらに、米ジョージア工科大の Shapira 教授が「The rise of science
and technology program evaluation in Japan」という題目で日本における
科学技術政策と評価に関して最近の動向とその手法などについての発
表を行い、最後に米ジョージワシントン大のDr. Wagnerより「Approaches

















最初に、米 Globalvation 代表の Dr.Hane より「Contrasting Japanese and American Strategic Planning for
Science and Technology」と題する発表が行われ、続いて永野所長により「Medium- and Long-Term Science and
Technology Policy Planning in Japan」と題する発表が行われた。ここでは、基本計画レビュー調査により抽出された
問題点とそれらを克服してイノベーションシステムを構築するために進められている政策及び今後の課題について
発表された。
さらに、「Canadian Issues in Science and Technology Policy」との題目で Ottawa 大のMothe教授による発表が行
われた。その後で、ディスカッサントを兼ねている斎藤総括上席研究官より「Brief Overview of R&D Prioritization

























  すずき とおる
1994 年〜 96 年早稲田大学助手、96 年金属材料技術研究所 (現:物質・材料研究機構) 入所。粉体プロセスで






・3/31 総務研究官 平野千博 (異動先:政策研究大学院大学)
・4/ 1 総務研究官 桑原輝隆 (併任:科学技術動向研究センター長)
第３調査研究グループ総括上席研究官 斎藤尚樹 (異動先:研究振興局基礎基盤研究課)
 〃  松澤孝明 (旧所属:高等教育局専門
教育課)
○ 主要訪問者一覧
・3/ 7〜3/18 Dr.Ta-Yan Leong: 豪州 CSIRO (Commonwealth Scientific and Industrial
Research Organisation) 上級顧問
・3/ 8〜3/11 Prof.Philip Shapira: 米国ジョージア工科大学
・3/11〜3/14 Prof.Luke Georghiou: 英国マンチェスター大学人文学部研究担当副学部長
兼工学・科学技術政策研究所 (PREST) 理事
○ 科学技術基本計画レビューセミナー
・3/10 Prof. Philip Shapira:米国ジョージア工科大学
「日米における地域イノベーションの新戦略:その潮流・対照・評価」
・3/11 Prof. Luke Georghiou:英国マンチェスター大学人文学部研究担当副学部長兼工学・
科学技術政策研究所(PREST)理事
「次期基本計画策定に向けた課題と挑戦:英国とヨーロッパからの展望」




・3/ 2 田村 守: 北海道大学電子科学研究所電子機能素子部門超分子分光研究分野教授
「"光とバイオ"のグローバル戦略-アメリカはヒューマンゲノムの反省から次の手を
打つ-」




・3/23 神原 秀記: 株式会社日立製作所フェロー
「DNA解析技術の進歩と今後の発展」





・「科学技術動向 2005 年 3 月号」(3 月 28 日発行)
特集 1 LSI設計技術の研究開発動向
-電子機器の付加価値を支配するシステムLSI開発のボトルネック-
情報通信ユニット 小松 裕司、野村 稔
特集 2 消防防災に関する科学技術動向
-安心・安全を目指す科学技術の特性と方向性の考察-
客員研究官 松原 美之
環境・エネルギーユニット 浦島 邦子
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会(政策研ニュース担当: 情報分析課 news@nistep.go.jp)
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